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　2011 年３月 11 日に発生した東日本大震災を契機に、エネルギー政策が抜本的に見直されることになり、「エネル
ギーミックスの推進」、「分散型エネルギーシステムの普及拡大」が以前にも増してより重要視されるようになった。
このような流れを受け、燃料電池は改めて脚光を浴びるようになっており、停電時などの非常時にも運転継続が可
能な自立運転機能を付加したシステムが新たにオプション設定されるなど、防災対応として役立つシステムも登場
している。
　我が国は、世界で初めて家庭用燃料電池「エネファーム」を発売した実績があり、この分野において世界をリー
ドする技術を有している。そして燃料電池普及への期待は、国内産業の活性化・雇用の拡大などの付帯効果も含め
ると極めて大きいといえる。今後さらに燃料電池が普及拡大していくためには、⑴ 商品開発（高効率化、低価格 
化）、⑵ 燃料費の低減、⑶ 導入支援策という３つのポイントがあげられる。
　この３つの条件を家庭用燃料電池に当てはめて考えてみると、まず商品開発については、メーカーとガス事業者
による機器の発電効率向上への取り組みが着実に成果に結びついている。PEFCの発電効率向上に加え、今年度か
ら家庭用 SOFC「エネファームTypeS」が発売された。この商品は PEFCに比べて発電効率が５～７ポイントも
高くなっている。また、さらなる市場拡大を目指して、国産天然ガスや欧州に代表される海外の天然ガス種にも対
応できる機器の開発も、NEDO事業として国内メーカーによって進められており、これらが商品化されればマー
ケットはさらに拡大していくと考えられる。戸建て向けから集合住宅へ、そして国内全域から海外へと普及が進め
ば、さらなる量産効果によるコスト低減も期待できる。このように技術開発による高効率化と、販売拡大によるイ
ニシャルコスト低減の両面から、着実に売れる商品へと進化を続けている。
　また、ユーザーメリットの確保を目的とした燃料費の低減に着目すると、都市ガス業界は燃料価格そのものの低
減をめざし、低廉かつ安定的な天然ガスの確保に取り組んでいる。キーワードは調達（供給源、契約条件）の多様
化である。より安価な在来型天然ガスの調達というこれまでの取り組みに加え、シェールガスに代表される非在来
型天然ガスの調達、海外のガス田における掘削権益の取得など、天然ガス上流部門への進出から、原油にリンクし
ない契約条件での LNG購入をめざしている。
　政策面に関しては、現在は普及初期の段階として燃料電池が順調に立ち上がるよう、国から導入支援補助金が交
付されている。今後は海外で導入されているネットメータリング制度のような支援策や、ひとつのコミュニティ内
での熱融通を行うシステムの導入促進を図る施策等が期待される。
　以上、すでに累計設置台数が３万台を突破した家庭用燃料電池を中心に述べてきたが、燃料電池は次世代エネル
ギーシステムとしての期待も大きい。省エネルギー住宅として太陽光、蓄電池を組み合わせたスマートハウス、燃
料電池から排出される排熱の有効活用と機器稼働率の向上をめざし、複数の需要家間での熱を融通しあう熱ネット
ワークシステム、さらには業務用、産業用向け SOFCの商品化、および SOFCとガスタービンを組み合わせた高効
率 SOFCコンバインドシステムなどである。これら各次世代システムも、開発後にいかに普及させるかが重要であ
ることは言うまでもない。エネルギーミックスの一役を担うシステムとして、さらには分散型システムのエースと
して燃料電池が益々威力を発揮していくことを期待したい。

燃料電池普及拡大の潮流に期待する
Expect for Activity for the Spread of Fuel Cells

一般社団法人 日本ガス協会　常務理事
和田　洋幸
Hiroyuki Wada

Managing Director, The Japan Gas Association
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　我が国における燃料電池自動車（FCV）の一般販売開始と、それに合わせた水素供給インフラ整備

を 2015 年を目処に実現するとの産業界の目標とする時期が刻一刻と近づきつつある。ドイツや韓国な

どの自動車メーカーも同様のタイミングで販売開始を目論んでいる。

　FCVの実用化は、今後の運輸部門の車両効率（省エネルギー）の向上、温室効果ガス排出削減及び

燃料多様化を大きく転換させる効用をもたらし、全く新しい動力源による自動車のインパクトを市場

に与えることにとどまらず、新たに投入される燃料電池に関連する技術、部品、部材等の開発・製造

が自動車産業の裾野を更に大きく拡げることになり、その規模に照らせば新たな産業分野の創造と捉

えることができる。また、FCVの優れた発電性能の可能性は、FCVが将来的に家庭・業務部門等に広

く普及することにより、自動車としてだけでなく、災害時等における非常時電源まで拡がりが期待され、

我が国エネルギー需給構造全体にまでも大きな便益をもたらす可能性がある。これらのことなどから、

FCVの市場投入への期待が官民問わず日増しに高まってきているのである。

　FCVの実用化に向けた研究開発については、2015 年の一般販売開始を見据えた取り組みは自動車

メーカーにおいて正念場を迎えている。2000 年以降、官民総力を挙げて取り組んできた結果、現在ま

でに、燃料電池の発電効率・耐久性の改善、水素積載量の増加等による１充填当たり走行距離の向上、

プレクールと通信充填を備えた急速充填技術の確立等により、ガソリン自動車の利便性を損なうこと

なくFCVの実用性に目処をつけてきた。残るは低コスト化である。民生利用を拡げていけるだけの価

格帯までいかに詰めていけるかが課題である。

　そして、我々の取り組みは、既にその先を見据えている。2015 年以降、2020～30 年に向けてFCV

を更に普及拡大させていくためには、更なる高性能、高耐久、低コスト化をもう一段進めることが必

須である。そのためには、触媒コストの抜本的低減、電解質膜や電極の耐久性向上、水素貯蔵容器の

高密度貯蔵や低コスト化、水素製造コストの低減等FCVを構成する技術や水素を供給・利用する技術

の全てに大きなブレイクスルーが必要であり、その挑戦はすでに始動している。本号では、FCVのイ

ノベーションで世界をリードする我が国の最新の取り組みについて紹介する。

2013年冬号（Vol. 12 No.３）　特集主担当：山本　将道、吉武　優
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FCVと関連技術の開発状況
R&D Trends on Technologies for FCV and Hydrogen Infrastructure

編集委員（新エネルギー・産業技術総合開発機構）
山本　将道
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